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4.現場の要請に応える体育心理学
理論をフィール ドに,フ ィール ドから理論を

岡澤祥訓 (奈良教育大 )

1.は じめに

体育学部の体育心理学の研究室に 11年勤

務した後、保健体育科教育学の研究室に勤務

して 11年の年月が過ぎました。初期の研究は、
パーソナリティが運動参加にどのような影響

を与えるのかという観点から行つていました。

この頃の私は、体育やスポーツ等の運動が性

格形成に及ぼす影響よりも、パーソナリティ

が運動参加の方法を規定するということをア

イゼンクの性格理論を基に検証し、体育心理

学における従来のパーソナリティ研究 (運動

がパーソナリティに与える影響に関する研

究)を批判することで満足していました。しか

し、指導者と話しているとより具体的なレベ

ルの情報を要求されるし、そのような具体的

なレベルの行動の違いによると有意差を検出

することができずに悩んでいました。その頃

は、体育学部の学生を対象に調査や実験を行

つていました。有意差が検出できないのは競

技レベルが低いからで、 トップレベルの選手
では有意差が出るだろうと考えていたところ、

同じ大学に勤務する油座先生が卓球協会のス

ポーツ医科委員会の委員長をしていることを

知り、ナショナルチームのデータをとらせて

くださいとお願いしたところ、サポー トのた

めに使える研究ならいいですよと許可してい

ただきました。これがフィール ド出るきつか

けでした。この時、指導者から要求されたこ

とは、だからどうすれば良いのかということ

であった。心理テス トの結果ある選手はこの

ような問題点を持つている可能性があること

は分かっても、どのようにすれば良いかが分

からなければ、その選手を試合に使わないと

いう解決方法しかなく、本当にそれでよいの

かということが問題になった。スポーツ心理

学は問題やなぜそうなるのかを解説してくれ

るが、解決策を提示出来ないという点を指摘
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され、あなた方は研究を行 うために来ている

のであって、選手や指導者のサポー トに来て

いるのではないということを指摘された。私

自身の勉強不足がスポーツ心理学全体への不

信感を抱かせてしまったことにショックを受

けました。このような状態で退散してしまっ

たのでは、スポーツ心理学は役に立たないと

いうことを示すために卓球のナショナルチー

ムに行つたようなものである。何とかしなけ

ればならないという焦りだけが先行した。し

かし、冷静に考えてみると、今までは選手や

指導者が何に対して困つているのかを無視し

て、私の興味、関心に従つて、データを収集

し問題′点を指導者や選手に伝えるという活動

をしていた。その問題はその競技を行 う上で

重要な問題なのか、それとも無視してよい問

題なのかを判断する知識や情報も無しに、自

分はスポーツ心理学を学んできたという自信

に支えられて土足で踏み込んでいたのだろう

と思う。そこで、何が問題であるのかを指導

者や選手も心理面に関しては重要であること

を認めていても問題意識は明確でないように

感 じた。選手や指導者が指摘した問題は試合

で上がっていしまって実力が発揮できない。

集中が切れてしまう等の一般的な内容であつ

た。この頃に中京女子大学に山本祐二 (現名古

屋大学)が着任し、二人で相談した結果、吉澤

洋二 (名古屋経済大学)、 米川直樹 (二重大学)、

鶴原清志 (二重大学)、 鈴木 壮 (岐阜大学)の
6人でプロジェクトを組んでサポー トするこ

とを決定した。6人で合宿に行く前に、面接
のテクニックを臨床心理学を学んでいた鈴木

氏に トレーニングしてもらい、どのようなサ

ポー トが可能かを話し合った。合宿では心理

テス トを実施し、その結果を基に選手と面接

を行つた。選手との面接の後、指導者との話

し合いが行われ、一人一人の選手にどのよう

に接するべきかを検討した。指導者や選手の

要求をとりいれてリラクセーションや集中力

の トレーニングをメンタルマーネジメントプ

ロジェクトが作成したオーディオテープを用

いて行つた。このテープを用いた トレーニン



グは合宿時に説明を行い、実際は自宅で実践

してもらった。実際行つたのは僅かの選手だ

けであつたようである。ソウルオリンピック

終了後に選手にインタビューを行つた結果で

は、「一番効果があったのは面接であつた」と

殆どの選手が回答した。私自身にとつて、こ

の回答は不思議であつた。メンタル トレーニ

ングを行うための情報収集のために行ってい

た面接が一番効果があるとは考えられなかつ

たからである。

2.フ ィール ドに理論を

なぜ、面接が効果があつたと選手が判断し

たのかを考えてみると、面接で選手は多くの

問題点を話していました。その問題点に対し

て我々は、従来のスポーツ心理学の研究結果

や理論を基にア ドバイスしていたと思います。

なぜそのようなことが問題になるのか、その

ことに対してはどのように考え、どのように

対処するべきかを説明することは、そのよう

な状態になるのは自分だけではないこと、間

題が明らかになれば解決の方法は必ずあるこ

とを示せたと思います。心理学の研究は、選

手が読んで問題とする内容に直接解答を導く

ことは難しいけれども、心理学を少し学んだ

者にとつては、問題の解答を導くことの参考

になる研究は多くある。 しかしこの解答はあ

くまでも、こうだろうと言う予測にすぎない

ことも事実である。選手や指導者が問題であ

るという事柄に対する解答を導く研究、すな

わち、理論をフィール ドにおいて検証する研

究がもつと多くあっても良いと思う。このよ

うな研究が少ない理由は二つあり、一つはフ

ィール ドは実験室ではないから、条件を統制

することが困難であり、あえてそれを行おう

とした場合には、研究のための研究をしてい

ると判断されることや、従属変数の数量化が

難しいという問題である。二つ目の問題は理

論を作るためのメカニズム研究は実験計画が

立てやすく、学会誌などに受け入れられ易い

と現実がある。誰かの研究結果を基にフィー

ル ドに役立つ方法を考え、それが役立つこと

を証明しても、研究計画や従属変数に問題が

あることを指摘される。また、その研究にか

ける時間は想像を絶するほど多くかかってし

まうということである。しかし、スポーツや

体育の指導現場では、現場に役立つ、指導者

が理解できる理論を必要としていることも事

実です。例えばリラクセーシヨンが必要であ

るという研究結果から指導者や選手はどのよ

うにすれば良いのかを理解することは困難で

ある。指導にメンタル トレーニングを取り入

れたいと思つている指導者がいても、どのよ

うにすればよいのか分からないというのが現

実であろう。その競技や選手に合つたメンタ

ル トレーニングプログラムを作成し問題がな

いかどうかをチェックしながら実践し、その

プログラムを修正していくという研究活動が

なければ、現在までに多く行われてきた研究

成果を指導現場で用いることは難しい。現在

の指導者や選手はスポーツ科学の成果を取り

入れることの必要性は理解していると思う。

現在はまさに「フィール ドに理論を」の時代で

ある。そのことを実現するためにはフィール

ドに活動の基盤を置く研究者が一人でも多く

育って欲しいものである。

3.フ ィール ドから理論を

フィール ドに役立つ理論は必ず実験室から

でてくるというわけではない。指導者は何時

も、研究結果に基づいて指導を行つているわ

けではない。指導者は何度も試行錯誤を繰 り

返しながら彼らの指導方を確立してきている。

この経験を基にして明らかにされた内容を実

験方法に従って証明することは困難であろう

と思われるが、多くの真実を含んでいる可能

性は高い。この経験に基づいた真実を理論化

する方法があれば、スポーツ、体育心理学は

急速に発展すると思われる。しかし、数量化

することが求められる研究方法を適応しなけ

れば、理論化ができないということであれば、

フィール ドから理論を求めることは困難であ

ると考えられる。この問題を解決する方法は、

近年欧米で盛んに使用されるようになつた質

第 5章 今後の展望
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的研究法、すなわち、インタビューを用いた

研究を行うことであると思われる。インタビ

ューは簡単に行えると思われるかもしれない

が、自分の都合のよい結論を誘導する可能性

が高いことや、分析の方法等困難な点は多く

ある。しかし、この方法に関しては近年多く

の情報を得ることができるようになった。ま

た、心理学には臨床心理学という領域が確立

されており、この臨床心理学では昔からこの

ような研究方法を採用してきたという経緯が

ある。優れた指導者や選手から学ぶこと、す

なわち優れた指導者や選手の経験を理論化す

ることは可能である。このことを行えるのも

フィール ドに基盤を置く研究者である。実験

室を飛び出てフィール ドで活躍するスポーツ

心理学者や体育心理学者が求められる時代で

ある。

4。  おわりに

理論をフィール ドに役立てて、フィール ド

から理論を求めることの必要性を否定する人

はいないと思う。しかし、そのようなことを

真剣に行 う人を研究者と認めないという人は

多くいると思われる。なぜなら、いくら頑張

つても研究計画法上に問題を残すからである。

従来の行動科学のみが研究法であるという立

場の人々からみれば、物語のような話に聞こ

えるのであろう。体育学会も来年 50回の記念

大会を迎えようとしている。新しい時代の体

育心理学、スポーツ心理学に「理論をフィール

ドに」、「フィール ドに理論」をという立場を位

置づけることが必要であると感じているのは

私だけではないと思う。

〈上記の原稿に、岡澤祥訓氏に加筆をお願い

しました。〉

この文章を書いてから十数年の歳月が流れた。
スポーツ心理学会ではメンタル トレーニング

指導士の認定が行われるようになり、競技ス

ポーツの指導現場に多くのスポーツ心理学を

学んだ人が入るようになってきた。学校体育

に関して、校内研究会でも体育心理学の研究
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成果を用いた授業実践が多く発表されるよう

になってきた。このように「理論をフィール

ドに」はかなり進んだと思う。しかし、「フィ

ール ドから理論を」の進みは、それに比べる

と遅いと感じる。フィール ドから理論化され

た研究が多く掲載された学会誌を読める日が

早く来てほしいと思う。

出典 ;体育心理学専門分科会会報第 10号 (通

巻 38号)特 別寄稿 理論をフィール ドに、
フィール ドに理論を



あとがき

50年記念誌編集委員会委員長

荒木雅信

体育心理学専門分科会の運営の一端を担 うことになつて 3年が過ぎようとしている。この間に、

専門分科会は発足から50有余年が経ち、次の時代へと舵をとった。理事会 (平成 21年 第 60

回大会 猪俣公宏前会長)において、「50年記念誌」発刊事業が提案、承認され、平成 23年度理

事会 (中込四郎会長)の企画委員会で大枠の検討をおこなった。そこでは、これまでに発行され

ている「会報」や体育心理学に関連した既発表の原稿を元にして執筆者に加筆修正をお願いし、

新たに原稿を書いて頂く労を可能な限り省くことで、本誌の編集にご協力を頂くことになつた。

そして、編集作業を事務局が担当することになつた。先輩諸氏から叱咤されながら、とにかく出

来ることからさせて頂いた。

編集作業を進める過程で、専門分科会の過去の資料が散逸し、記録に残つていないものが多く

あった。また、専門分科会の黎明期・揺笙期に関わつた諸先輩方の多くが、ご高齢になられたこ

とを実感した。ただ、第 7期事務局 (筑波大)で、これまで発刊された「会報」を記録用として

製本してあつたことが救いであった。最近は、コンピュータの普及で編集作業の効率化が進み、

随分と手間が省けるようになつた。編集は出来る限り「デジタル化」を図つた。

しかし、専門分科会の主体である体育心理学に関わる研究やその他の活動は、「デジタル」で

はいけない部分が多いことも編集作業を通して実感した。専門分科会は 50有余年を経て、相当

の「知的財産」があるにも拘わらず、それらは事務局の段ボール箱に仕舞われている。事務局を

引き受けるにあたり、それらの資料を目にして、岨泥たる思いがした。そして、専門分科会の「ア

ーカイブズ」を構築し設置する必要性を感じた。「アーカイブズ」には、体育心理学に関わる「研

究」や 「教育」、そして「啓蒙 。普及」などの活動の資料 (研究誌や学会抄録はもちろん、学会

のポスターや研究会・研修会の案内や資料、会議のメモなど)が、すべて整理されていて「いつ

でも・誰でも」手に取つてみることができる。そのような「知的財産」の構築と開示が、次代に

残す仕事だと思う。

しかし、「ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかた

は、かつ消え、久しくとどまりたる例なし。世の中にある、人と栖と、またかくのごとし」と、

方丈記に書かれているように、実際は無常である。変化には、「不可逆的変化,可逆的変化,循

環的変化,偶発的変化」の四つがあるといわれる。専門分科会の活動においては、過去の歴史を

見据えつつ、可逆的に変化していくものだと思う。その変化のときに、本誌が役立てばこれ以上

の幸せはない。本誌は 50有余年の体育心理学専門分科会の活動のすべてを網羅している訳でな

く、多くの部分が歴史に埋もれていることも事実である。その意味で 「未完」の記念誌である。

最後に、本誌の編集にあたつて大変な作業を一手に引き受けてくれた事務局の菅生貴之先生、

手塚洋介先生、安田友紀さんに感謝します。また、原稿を執筆頂いた先生方にも厚くお礼を申し

上げます。

あとがき
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